

































16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
- 津島 ⊂=コ鹿田 ー 倉敷 [ここ:コ三朝 - 附属学校園 一=一二腰ft炭 芳舶 庶単位
二鞍化炭兼捷出主の推移(地区別集積)と二敢化炭素排出原単位の推移
先に述べた実施基本計画では,本学から排出される温室効果ガスの総排出量の基準値,すなわ









は,医 ･歯学部,病院を有する鹿田地区 58.4%,本部及び多くの学部を有する津島地区 34.0%,









2)1)のソフト面の取組み (啓発や意識改革)とともに,ハー ド面の取組み (負荷の大きい機器の
更新,設備や施設整備)を推進するO両者のバランスを考え,互いの相乗効果を引き出しなが
ら推進するために,啓発活動,低負荷エネルギー-の変換,省エネ技術,自然エネルギー技術
の導入,関連技術検討等について予算確保を含めて,大学全体及び身近な場において進める｡
3)京都議定書の目標 (今後さらに高いレベルの目標)を達成するためには,部局,建物,部屋等
の負荷状況とその内容についての解析を行い,公開及び検証するシステムを構築する｡
さらに,今回示しました二酸化炭素排出量の解析には含まれていない廃棄物排出量の削減,上
水道及び紙資源等の使用量の削減,グリー ン購入の推進,交通手段の見直し等も重要ですO地球
温暖化対策は,大学内の活動のみでなく,学外,家庭等の活動を含めて進めるべき国際的な課題
でもあります｡
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関連資料
I)地球温暖化のメカニズムと影響等に関して :独立行政法人科学技術振興機構Webラーニングプラザ
htl)･/wcblcanllnEr)]azaisl.史0.jt)/
2)地球温暖化対策の推進に関する法律
htl):/hWe一望OV巳Ojr)nllldata/HIO/Hl()HOl】7hlm1
3)岡山大学における環境目的 ･目標,地球温暖化対策,環境報告書等について 【岡山大学ホームページ】
httl)://wllll′OkEIVallEI-uaC.i1)/ll)/I)rOrle/consld-er.htl11
環境報告書から環境目的 ･目標,環境配慮活動,環境負荷状況,二酸化炭素排出量換算係数等がご覧になれます｡
